
土
壌
・
地
下
水
環
境

状
況
把
握
へ
制
度
拡
充
企
業
の
適
切
な
対
応
促
す

　
土
壌
汚
染
は
大
気
汚
染
や
水
質
汚
染
と
異
な
り
汚
染
状
況
が
見
え
に
く
い
た
め
、
ま
だ
国
民
の
共
通
意
識
と
し

て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
と
は
い
え
、
関
係
者
の
間
で
は
土
壌
汚
染
に
対
す
る
調
査
、
対
策
に
つ
い
て
自
主

的
な
行
動
が
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
０
年
４
月
に
は
改
正
土
壌
汚
染
対
策
法

改
正
土
対
法

が
施
行
さ
れ
、
よ

り
厳
格
な
基
準
で
適
切
な
対
策
を
促
し
て
い
る
。
企
業
の
リ
ス
ク
管
理
や
、
環
境
経
営
の
観
点
か
ら
十
分
な
対
応

が
望
ま
れ
て
い
る
。

土壌汚染対策自主的活動進む
環
境
省
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
公
表法令順守を後押し調査・区域指定など解説

「
改
正
土
対
法
」
で
厳
格
基
準

（年度）

　　 ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 （第２部） 　　 （ ）

▲マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
な
ど
、土

地
利
用
で
土
壌
の
調
査
、浄

化
は
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
　

　
環
境
省
は
改
正
土
対
法
の

施
行
を
受
け
て

年
７
月

に
、
土
壌
汚
染
対
策
に
関
わ

る
三
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

公
表
。
土
壌
汚
染
対
策
法
に

基
づ
く
調
査
お
よ
び
措
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
暫
定

版
で
は
、
調
査
を
行
う
ケ
ー

ス
や
区
域
の
指
定
な
ど
の
考

え
方
に
つ
い
て
解
説
。
土
壌

汚
染
状
況
調
査
や
オ
ン
サ
イ

ト
措
置
を
行
う
際
の
技
術
的

基
準
に
つ
い
て
も
紹
介
し
て

い
る
。

　
汚
染
土
壌
の
運
搬
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
暫
定
版
で

は
、
汚
染
土
壌
を
措
置
が
必

要
な
区
域
外
へ
搬
出
す
る
際

の
手
続
き
や
、
汚
染
土
壌
を

運
搬
す
る
際
に
守
る
運
搬
基

準
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
。
汚

染
土
壌
の
処
理
業
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
暫
定
版
で

は
、
改
正
土
対
法
で
新
設
さ

れ
た
汚
染
土
壌
処
理
業
の
許

可
申
請
の
手
続
き
や
許
可
基

準
を
解
説
。
さ
ら
に
汚
染
土

壌
処
理
業
者
が
汚
染
土
壌
を

処
理
す
る
際
に
順
守
す
る
処

理
基
準
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
。

　
こ
の
環
境
省
の
三
つ
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
実
行
す
る
た

め
に
、
図
表
な
ど
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い

る
冊
子
が
あ
る
。
土
壌
環
境

セ
ン
タ
ー
と
産
業
廃
棄
物
処

理
事
業
振
興
財
団
が
、
そ
れ

ぞ
れ
書
籍
化
し
、
法
の
順
守

を
後
押
し
し
て
い
く
。

　
土
壌
汚
染
対
策
法
の
改
正

も
あ
っ
て
、
土
壌
汚
染
に
対

す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ
て
く

る
。
国
際
航
業
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

グ
ル
ー
プ

の
国
際
環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ

Ｋ
Ｅ
Ｓ

は
、
土
壌

汚
染
地
で
の
太
陽
光
発
電
の

提
案
を
進
め
る
。
Ｋ
Ｅ
Ｓ
は

土
壌
・
地
下
水
環
境
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
を
手
が
け
て
い

る
が
、
新
し
い
価
値
創
出
と

し
て
太
陽
光
発
電
施
設
用
地

へ
の
転
換
を
提
案
。
グ
ル
ー

プ
を
挙
げ
て
力
を
注
ぐ
太
陽

光
発
電
の
事
業
拡
大
に
つ
な

げ
て
い
く
。

　
企
業
活
動
を
行
う
上
で
土

壌
対
策
は
、
的
確
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
テ
ー

マ
だ
。
例
え
ば
、
工
場
跡
地

の
土
壌
に
基
準
を
大
き
く
超

え
る
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て

い
る
と
な
れ
ば
、
地
域
住
民

は
不
安
を
覚
え
、
そ
の
企
業

に
対
す
る
不
信
を
招
く
。
調

査
・
対
策
費
や
補
償
対
応
と

い
っ
た
直
接
の
支
出
に
加
え

て
、
不
適
正
な
処
理
を
行
え

ば
社
会
問
題
に
な
り
、
企
業

の
信
頼
は
失
墜
す
る
。
企
業

の
社
会
的
責
任

Ｃ
Ｓ
Ｒ

の
観
点
か
ら
も
、
経
営
リ
ス

ク
の
一
つ
と
し
て
対
策
を
講

じ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
リ
ス
ク
の
側
面
を
例
に
出

し
た
が
、
そ
も
そ
も
環
境
経

営
が
前
提
で
あ
る
現
代
で
は

い
か
に
環
境
負
荷
を
低
減
す

る
か
が
企
業
の
命
題
。
こ
の

見
え
な
い
環
境
被
害
も
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

テ
ー
マ
だ
。
一
般
的
に
汚
染

へ
の
影
響
を
想
像
し
や
す
い

工
場
を
抱
え
る
製
造
業
だ
け

で
な
く
、
地
上
に
立
地
し
て

い
る
以
上
、
す
べ
て
の
企
業

が
当
事
者
意
識
を
持
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
企

業
は
地
球
の
上
に
立
地
し
て

お
り
、
地
球
は
あ
ら
ゆ
る
企

業
に
と
っ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー

利
害
関
係
者

だ

か
ら
だ
。

　
規
制
強
化
は
地
球
を
守
る

手
段
に
す
ぎ
な
い
。
行
動
が

結
び
つ
い
て
、
初
め
て
意
義

を
成
す
も
の
で
あ
る
。
多
く

の
企
業
が
こ
の
問
題
を
直
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
土
壌
汚
染
は
工
場
な
ど
に

お
い
て
揮
発
性
有
機
化
合
物

Ｖ
Ｏ
Ｃ

の
漏
出
や
、
排

水
の
地
下
へ
の
浸
透
で
発
生

し
、
周
辺
環
境
や
人
に
対
し

て
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
の

影
響
を
及
ぼ
す
。

　
環
境
省
が
ま
と
め
た

年

度
「
土
壌
汚
染
対
策
法
の
施

行
状
況
及
び
土
壌
汚
染
調
査

・
対
策
事
例
等
に
関
す
る
調

査
結
果
」
に
よ
る
と
、
土
壌

中
の
有
害
物
質
の
濃
度
に
つ

い
て
の
調
査
事
例
は

年
度

が

年
度
に
比
べ
て
８
件
減

の
１
３
６
５
件
。
こ
の
う

ち
、
基
準
を
超
え
る
汚
染
が

判
明
し
た
超
過
事
例
は
同

件
減
の
６
９
７
件
だ
っ
た
。

　
土
壌
環
境
セ
ン
タ
ー
が
ま

と
め
た
「
土
壌
汚
染
状
況
調

査
・
対
策
に
関
す
る
実
態
調

査
」
に
よ
る
と
、

年
度
は

土
壌
汚
染
調
査
・
対
策
事
業

の
受
注
件
数
が
前
年
度
比

％
減
の
８
８
５
８
件
で
、
２

年
連
続
し
て
前
年
度
実
績
を

下
回
っ
た
。
受
注
高
は
同

％
減
の
１
１
４
６
億
円
で
、

こ
ち
ら
は
３
年
連
続
の
ダ
ウ

ン
と
な
っ
た
。

　
受
注
件
数
の
内
訳
は
調
査

が
６
３
５
２
件
で
受
注
件
数

全
体
の

％
を
占
め
、
対
策

は
同

％
の
２
５
０
６
件
と

な
っ
た
。
受
注
高
で
は
対
策

が
１
０
４
６
億
円
で
受
注
高

全
体
の

％
を
占
め
、
調
査

が
同
９
％
の
１
０
０
億
円
。

契
機
別
に
み
る
と
調
査
、
対

策
と
も
に
「
自
主
」
が
４
分

の
３
以
上
を
占
め
、
以
下

「
条
例
・
要
綱
」
、
土
壌
汚

染
対
策
法
の
第
３
条
お
よ
び

第
４
条
が
契
機
で
あ
る

「
法
」
と
続
く
。
土
壌
汚
染

に
対
し
て
自
主
的
に
具
体
的

な
活
動
を
進
め
て
い
る
実
態

が
見
て
取
れ
る
結
果
と
な
っ

た
。

　
こ
の
う
ち
、
自
主
対
策
を

行
う
契
機
と
な
っ
た
理
由

は
、最
多
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
等
」
。

以
下
「
土
地
売
買
」
「
土
地

改
変
」
と
続
き
「
土
地
資
産

評
価
」
と
い
う
回
答
も
あ
っ

た
。
不
動
産
取
引
に
お
い
て

土
壌
汚
染
は
ま
さ
に
「
百
害

あ
っ
て
一
利
な
し
で
あ
り
、

汚
染
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
建

設
中
の
建
物
を
取
り
壊
す
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
リ
ス

ク
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
自

主
的
な
行
動
が
進
ん
で
い
る

の
が
う
な
ず
け
る
。

　
ま
た
、
法
を
契
機
に
行
っ

た
調
査
の
受
注
件
数
は
、
前

年
度
比

件
増
の

件
。
そ

の
う
ち
第
１
種
特
定
有
害
物

質

ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン

な
ど
Ｖ
Ｏ
Ｃ

物
質

に
よ

る
汚
染
が

件
、
第
２
種
特

定
有
害
物
質

六
価
ク
ロ
ム

化
合
物
や
重
金
属
な
ど
９
物

質

に
よ
る
汚
染
が

件
、

第
３
種
特
定
有
害
物
質

有

機
リ
ン
化
合
物
や
農
薬
な
ど

５
物
質

に
よ
る
汚
染
が
２

件
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
土
壌
汚
染
に
対
す
る
国
の

取
り
組
み
を
見
る
と
、
ま
ず

年
に
土
壌
汚
染
対
策
法
を

施
行
。

年
か
ら
は
施
行
後

の
課
題
な
ど
を
踏
ま
え
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、

年
４

月
の
改
正
土
対
法
施
行
に
至

っ
た
。

　
改
正
土
対
法
は
改
正
前
の

法
の
運
用
で
洗
い
出
さ
れ
た

課
題
に
対
応
し
た
内
容
に
な

っ
て
い
る
。
課
題
と
し
て
法

に
基
づ
か
な
い

自
主
的
な

調
査
に
よ
る

土
壌
汚
染
の

発
見
の
増
加
、
掘
削
除
去
の

偏
重
、
汚
染
土
壌
の
不
適
正

処
理
に
よ
る
汚
染
の
拡
散
が

挙
が
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

よ
り
適
正
な
処
理
が
行
わ
れ

る
よ
う
に
、
管
理
を
強
化
す

る
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
改
正
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
は

大
き
く
分
け
て
、

土
壌
汚

染
状
況
の
把
握
の
た
め
の
制

度
拡
充

規
制
対
象
区
域
の

分
類
に
よ
る
講
ず
べ
き
措
置

の
内
容
の
明
確
化

搬
出
土

壌
の
適
正
処
理
の
確
保
―
の

３
点
。

　
土
壌
汚
染
状
況
の
把
握
の

た
め
の
制
度
拡
充
で
は
、
３

０
０
０
平
方

以
上
の
土
地

の
形
質
変
更

開
発

を
行

う
際
に
は
都
道
府
県
知
事
へ

の
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
土
壌
汚
染
の
恐
れ
の
あ

る
土
地
と
認
め
ら
れ
た
と
き

は
、
都
道
府
県
知
事
が
状
況

調
査
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
規
制
対
象
区
域
の
分
類
に

よ
る
講
ず
べ
き
措
置
の
内
容

の
明
確
化
で
は
、
土
地
開
発

の
届
け
出
が
必
要
な
区
域

と
、
対
策
が
必
要
な
区
域
と

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い

て
都
道
府
県
知
事
が
、
健
康

被
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置

な
ど
必
要
な
対
策
を
指
示
す

る
。

　
搬
出
土
壌
の
適
正
処
理
の

確
保
で
は
、
汚
染
土
壌
を
搬

出
す
る
者
に
対
し
て
都
道
府

県
知
事
へ
の
事
前
届
け
出
の

ほ
か
、
違
反
し
た
場
合
の
措

置
命
令
な
ど
の
規
制
を
か
け

た
。
さ
ら
に
、
汚
染
土
壌
処

理
業
の
許
可
制
度
と
指
定
許

可
機
関
に
よ
る
更
新
制
度
も

新
設
。
搬
出
土
壌
に
関
す
る

管
理
票
の
交
付
・
保
存
を
義

務
付
け
た
。
過
去
の
課
題
と

向
き
合
い
、
解
決
に
つ
な
げ

る
施
策
を
展
開
し
、
適
正
処

理
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
を

図
る
。


